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３．思い出すさまざまのこと

　ハノイにいて思い出すのは，森田さんとロッテタワーの展望台に行ったときのこと．森田さ
んは高いところが苦手だったが，一度は，ということで付き合ってくれた．暮れなずむWest 
lake を眺めながら，研究談義をした．私は，その頃考えていたベンチャーキャピタルの「企業
としての行動モデル」について話し，森田さんは利子率の期間構造とマクロ経済を統合したモ
デルについて話してくれた．
　その後，森田さんがその時描いていたホテルから見える公園とビル群の画の話となり，ビル
の窓の数が何らかの数列にならないか，と二人で知恵を絞っているうちに夜になっていた．
　そんな絵心と遊び心に溢れた森田さんは，多くのキャラクターと物語，そして「画」を作り
出した．IMPM（International Masters Program for Managers）では，平羅陀仁衛門と紺青の
お凛（ダニエル・ヘラー先生ときりん）のシリーズを，毎年，提供し続けていた．資料19の上
半分は，IMPMで訪れた箱根旧街道の写真がベースだが，訪問先に合わせた背景や写真の中で，
陀仁衛門とお凛が「活劇」を繰り広げていた．下半分は，あるSessionの最後のスライドだ．
　森田さんとは，研究以外にも「話が通じるもの」がいくつかあった．
　まず，音楽．Facebook上で，10日間連続でアルバムジャケットを紹介するリレー企画「アル
バム10days」のバトンを渡してくれたことは忘れられない．森田さんの10Daysは，最初がマッ
クス・ローチの‘Drums Unlimited’，最後は予想通りのツェッペリンだが，’HOW THE WEST 
WAS WON’．私のDay1は，サディスティック・ミカ・バンド「黒船」，最後がマル・ウォルド
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ロン‘Left Alone’だった．互いの上げたアルバムについて語り合うのは，本当に楽しかった．
　そんな「趣味と教養」を「活用」してしまうのが森田さんで，資料20は，講義資料のshort 
break．ルルベル３世は，言わずとしれたピンク・フロイド「原子心母」のジャケットを飾っ
た雌牛である．このデザインは，「界隈」で知らぬ者はない「巨匠」ヒプノシスのものだが，森
田さんと私はヒプノシス「ファン」でもあった．
　次に，映画．森田さんは007，それもショーン・コネリーの007が大好きだった．きりんがオッ
ドジョブをキャディに従えてゴルフコースに現れたときは，きりんの首筋を本気で心配したも
のだ（資料21　どういうことか知りたい方は映画「007ゴールドフィンガー（1964）」をご覧く
ださい）．
　そして，マカロニ・ウエスタン．きりんに棺桶をを引きずらせたことには驚いたが，「映画
“The Good, The Bad, and The Ugly”に関する独り言？」というシリーズは秀逸かつ「深かっ
た」．この映画の邦題は「続・夕陽のガンマン」だが，森田さんは，この映画の評論をしながら，
経済学的な考察を試みていた．その予告のポストに，私が「The Uglyがお気に入り」とコメン
トすると，「実は私が注目しているところはそのUglyです．」と返ってきた．資料22の上半分は，
その３人．シリーズの第１回を一部引用する．

資料19
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「“Ugly”であるイーライ・ウォーラック演ずるトゥッコ（画像においては真ん中）は一番魅力的
人物です．行動経済学観点から見たこの人物の描写等も今後いたしますが，彼はとにかくあま
りピュアでもなくクリーンでもない行動，説明が容易でない行動をとっているかもしれません．
例えばゲーム理論でこの人物を記述するのは難しそうです．面白いのですが，映画を見ている
とトゥッコは実は別にそれほど酷い人物ではないように思えます．
　さて私は講義において不確実性を扱うときよく３つのシナリオを使います． それはGood, 
Bad, and Normalです．”予想外にいい”，”予想外に悪い”，”ほぼ予想どおり”の３つです．今回
絵を描いていて思いましたがNormalは実はUglyかもしれない，あまりピュアではないのが平時
かと．例えばNormalな状態では株式市場において投資家の予想がheterogeneousになり取引が
ある程度存在し，実は経済モデルとしては決して“きれい”な状態ではありません．数学的にも
解けず最も扱いが難しいのが平時．とんでもないニュースがあったときの株価の大きな上下，
ストップ高，ストップ安などになるときは社会的には大きなインパクトがありますが，経済学
では均衡で取引が０となる同質的経済の枠組み，代表的投資家が簡単に求まる枠組み，とても
説明しやすい“クリーン”なstateのように思えてなりません．平時の”Normal”な状態こそ”Ugly”
であり最も経済学が苦労している対象のstateではないかと考えております．人間の形成する社

資料22
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会は通常はある意味でUglyであるということですかね．」

　最後の二文には全く同感だ．このシリーズは10回続くが，精細な映画評論とともに，「行動経
済学的な考察」や「ゲーム論的考察」が展開されていた．資料22下半分の「三すくみ状態」に
おけるNash均衡の解説はすぐに講義で使えそうだったが形にはならず，新しい研究として取り
組んでいた行動経済学的な考察も未完となってしまった．
　おそらく他の「お気に入り」，愛車のエリー（ロータス・エリーゼ），エヴァンゲリオンや円
谷プロの特撮，カクテルといったものも，いずれ何かの作品に仕上げていただろう．
　思い出すさまざまのこと，には切りが無い．その全てが惜しまれてならない．

エピローグ　ゴールデンキャデラックとレッドアイ
　森田さんは，講義当日の真夜中から早朝にかけて，講義資料の作成・ブラッシュアップを行っ
ていた．講義資料に挟むbreakにも工夫を凝らし，しばしばFacebookに上げていた．資料23は，
CF２でも使った和光堂買収をモチーフとしたbreak．買収に伴う和光堂の上場廃止と株式分割
をバーでの会話仕立てにしたもの．元の資料は，2023年10月31日午前３時21分にアップされて
いた．その資料への私のコメント，「そして，スーパードライで作ったレッドアイが，さり気な
く置かれたのだった．」を，森田さんは気に入ってくれて，翌年，そのコメントを挿入してくれ
たものがこの資料だ．無粋な説明をすると，レッドアイはビールベースのカクテルで，和光堂
を買収したアサヒビールの主力商品，スーパードライを入れ込んだ，ということだ．
　森田さんのお気に入りカクテルはゴールデンキャデラックで，行く先々のバーでのゴールデ
ンキャデラックの画像をFacebookにアップしていた．このスライドは，やはりお気に入りだっ
た「アンヌ隊員のBar」・・そのBarの女性バーテンダーがウルトラセブンの友里アンヌ隊員に
似ていたらしい・・でのやり取り，という設定だ．これがあったためか，森田さんは，一度，
そのBarでレッドアイを注文したのだが，ベースはスーパードライではなく，プレミアムモル
ツだったとのこと．後日，「たしかに，レッドアイ作るなら，ドライよりプレモルだね．ところ
で，トクサツガガガの・・」と二人でカクテル談義＋特撮談義をしたものだ．
　こういったやり取りは楽しかった．森田さんとの真夜中のSNSは，深夜に目醒めてしまう私
にとっては救いでもあった．今はただ寂寥．
　そして，この資料がアップされたのは，2024年11月1日午前5時10分．森田さんは，毎回，授
業当日の朝まで講義資料をブラッシュアップしていた．

　森田さんにとって，講義資料は心血を注いだ「作品」，授業は一期一会の「ライブ」，そして，
森田さんの教育は「総合芸術」だった．ひたすら頭を垂れるのみだ．

　このような研究者であり教育者でありCreatorでありArtistであった森田さん，そして森田さ
んが生み出していただろう成果と芸術が永遠に失われていることに，今もなお，私は抗議し続
けている．

　この雑文にて，畏友の「教育芸術」の一端でもお伝えできれば幸甚です．
� 2025年９月24日午前５時　ハノイにて
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〔いのうえ　とおる　横浜国立大学名誉教授〕
〔2025年10月28日受理〕
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